
職業学科を設置する知的障がいの特別支援学校

十勝管内 北海道中札内高等養護学校幕別分校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒089-0615 中川郡幕別町南町81番地１
ＴＥＬ ０１５５－５５－２１２１
ＦＡＸ ０１５５－５５－２１２２
E-mail naka-makubun-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.naka-makubun.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標

「たくましく明るく生きる力を育てる」

□ 校 訓
自 立 「十勝で働き、十勝で暮らす人間」
共 生 「共に生きる、共に育つ人間」
克 己 「自らを律し、豊かな思いやりのある人間」
実 現 「自らの夢や希望を実現する人間」

□ 概 要
本校は、平成25年４月に開校した、通学型の高等支援学校です。知的障がいのある生徒を対象に、

専門的に職業教育を行う学校として、学校内のみならず、地域、企業と連携した学習活動を行っていま
す。卒業後の進路は、主に一般就労を目指します。令和２年度に併設していた幕別高校が閉校となり、
令和３年度より幕別分校単独で校舎を利用しており、広い校舎を有効活用し学習活動を行っています。

■特色ある教育活動

社会自立～自己を理解し、自分に自信をもち、必要なサービスを活用して、自らの人生を主体的
に生き、社会参加していくために、「働く力」「暮らす力」「関わる力」「人間性」を身に付ける。

【 個別最適な学びと協働的な学び 】

各教科の授業は、少人数集団できめ細やかな指導・支援が行えるよう、クラスごとの授業を基本として
います。作業学習、音楽、美術については学年ごとに行っています。

また、作業学習の一部では縦割り、トレーニングは希望制の縦割り、保健体育は学習によって全学年な
ど多様な学習集団で学ぶことができるようにしています。

【 産業総合科の作業内容 】

産業総合科では、働く力を育むために様々な作業内容を学習します。また、地域から依頼される作業
（環境整備や美化作業）を行い、「働く力」「暮らす力」「関わる力」「人間性」などの社会参加する
ための力を総合的に身に付けます。

【 現場実習・働く力の育成 】
現場実習は第１学年で１回、第２学年で２回、第３学年で１回行っています。

また、毎週木曜日に自分の力で事業所に出勤し、働き、帰宅するという学習を行っています。その
他、一日作業学習を行う労働週間を設定し、「働く意識」を高めます。

【 ＩＣＴ機器を活用した学習活用 】
一人一台端末を整備し、情報の時間だけではなく、各授業で活用しています。
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■卒業後の主な進路先について（令和６年度実績）

□ 一 般 就 労～ ３名【小売業１名、製造業２名】
□ 福祉的就労～ １名【自立訓練１名】

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

＊登校時間 ８：２５（月～金）
＊下校時間 １５：０５（月～金）
＊月１回程度、午前授業の日もあります。

第１学年は、週３回、１校時にトレーニング（主
に体力つくり）、作業学習は週10時間、清掃作業
を中心に、町内の環境整備や美化作業、カレンダー
の袋詰め、紙折り作業など様々な学習活動を行って
います。
第２学年では、自分の力で事業所に出勤し、働

き、帰宅するという学習を行います。

□ 各教科等の学習内容
各教科においては、卒業後や現在の生活に活用

できるような内容を学習しています。総合的な探
究の時間では、自己の課題や疑問、テーマを設定
し、それらについて調べ解決を目指す学習を中心
に行います。職業では、現場実習の事前、事後の
学習の他、働く上で大切なことやビジネスマナー
を学んでいきます。また、施設職場見学や卒業生
を招いて職業講話なども行っています。

□ 自立活動の指導
自立活動の指導は教育活動全体を通じて行って

おりますが、生徒の実態に応じた自立活動の内容
をトレーニングの時間に個別で行うなど、一人一
人に応じた指導を行っています。
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学校Webページ
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学校祭：ステージ発表 見学旅行：浅草にてICT機器を活用した授業

現場実習の様子 駐車場ライン引き作業図書館での本の修繕作業

http://www.naka-makubun.hokkaido-c.ed.jp/

